

















































































める「多読」方式もあるが，1 クラス約 40 人というサイズを考えると，それ
ぞれの学生がばらばらに作業をすすめていく「多読」では統制がとれないた
めに，指定した教材を教室内で時計を気にしながら読むスタイルで「速読」
してみることにした。毎回，約 500～600 語の英文を，最初は 4～5 分で，2
回目はワークシートの質問に答えながら 15 分で読むので，単純計算で，20




























                                                                 
2 教養ある英語ネイティブは 1 分間に約 280 語読めるので，「速読」はそれ以上の速
さで読むことを意味する。日本人英語学習がこのスピードで読むのは難しいので，1




学生に伝えたいことの 1 つだった。教材は全 12 章から成っており，トピック
































実際に授業をするにあたっては，20 分で 1000 語を読むために，英文の難




























































































































































































で外国人に話しかけられたことは 1 度もない。 
 
3. 後期あるいは来年度授業に向けて 
アンケートの結果を受けて，後期から授業の最後にリスニングをすること
にした。それまでは日本語訳を英文構造解説の前に配っていたのであるが，
これを解説の後に配り，ざっと速読させた後で，教師用の CD を聴かせるの
である。リスニングは，日本語を介在させず，意味が分かるまで何度も繰り
返すことが望ましいようで，私もこの主張に賛成するが，一斉授業でこれを
やるのは物理的にも精神的にも厳しいし，個人的にも，初学者のレベルでは，
日本語での補助がないと，単なる音の羅列（＝ほとんど「雑音」）を聴いて
いるようなものであり，何度も繰り返す気にはなれなかった経験のほうを重
く見ることにした。リスニングをやり始めたといっても，ここでの意図は本
格的なリスニング指導をすることではなく，構文把握に徐々に慣れてきてい
るので，この解説時間を減らしていきたいことと，「速読」で必要になるス
ピードの目安を示すことにある。 
今後の「速読」授業に向けて，一番必要なのは，「文脈」指導を改善して
いくことだと自分では捉えている。この授業において一番の失敗は，「時事
問題」に関する，教師と学生の知識量の違いをかなり甘く見積もっていたこ
とである。ふつう，両者には「世代」の違いがあるので，同じ時間に同じ場
所にいながら，「時空間」を共有していないことがありうるのである。特に，
私はアメリカ文学を専攻している一方で，学生の専門は経営学なので，両者
はあまり「コンテキスト」を共有していないように思われる。こうしたギャ
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ップの「架け橋」となるのが教科書なのであるが，以前の私は，この「教科
書」さえあれば，一時的に「コンテキスト」の差異を解消できる，と安易に
考えてすぎていたきらいがある。 
要するに，私は，教科書の力を借りて，一時的に「ハイ・コンテキスト」
状況を作り出して，学生との間にコミュニケーションを成立させたかったの
であるが，学生の教養レベルでは内容的に歯が立たないことも多く，うまく
そのような状況を作り出すことができなかった，ということである。このこ
とで責められるべきは，甘い認識しか持っていなかった教師の私である。し
たがって，教科書と学生の知的レベルの差を解消するために，背景知識の導
入から授業を始めたい，と思っている。教科書第 7 章は，イギリスにおける
「政治」と「大企業（流通業)｣の関係を論じたセクションであるが，まずは
日本における似たような話，「政治献金」や「大型店舗規制法」の紹介から
授業を始めるのである。こうした導入は，英語ではなくて，日本語で行うつ
もりである。導入をも英語で行ってしまうと，文章理解へのハードルをむや
みに上げることにしかならないし，私自身は，日本人教官が担当する英語授
業を全て英語で行う必要はないと信じているからだ。 
「速読」授業を展開するにあたって目下の悩みは，配布プリントが多く，
その準備に時間がかかる，ということである。とりわけ，全てのプリントを
いちいち紙媒体で配布することは，印刷に時間はかかるし，配布にも手間取
るし，コスト・環境面でも優しくない，といった欠点がある。しかし，現在
多くの大学で導入されている CALL システムを活用できれば，こうした欠点
も解消できるように思っている。英語の授業なので，英語で書かれた「単語
リスト」だけは印刷したものを配ることにして，「イントロ｣｢ワークシート」
「解答｣｢日本語訳」といった日本語で書かれたものについては，文書ファイ
ルをそれぞれのパソコン画面で開かせて使用できれば，授業運営は相当楽に
なりそうである。 
最後に確認しておくと，こうした「速読」作業で一番伸びるのは，「精読」
という英文読解の基礎がある程度できている学生である。そのような学生は，
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わずか半年でもこれほどまでに伸びるものかと感心してしまうのであるが，
多くの学生については，まだまだ「精読」の力が弱い。そういう意味では，
大学での発展学習が可能になるように，それ以前の段階では英文「精読」能
力だけでも徹底的に鍛え上げておいてほしいものであるが，そうしたことが
ほとんど期待できない昨今の事情を考え合わせると，前期は徹底して「精読」
を行い，後期から「速読」に取りかかる授業運営も，その効果を検証してい
かなければならないだろう。 
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